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資　料

盲学校在籍児童 と通常学級在籍児童に おけ る点字読速度発達の 比較

牟田口　辰己

　盲学校 もし くは通常学級で学ん だ盲児 の 読速度発達 を検討 した 。 対象児は、1985年

4 月か ら2002年 3 月 まで に、6 年間継続 して点字読速度デ
ー

タが得 られた小学生 40人

で あ り、 盲学校在籍 が 33人 、 通常学級在籍が 7 人 で あっ た 。 盲学校在籍児、通常学

級在籍児の い ずれ も学年が進むに したが っ て読速度は増加 した 。 盲学校在籍児の 読速

度の 差は 隣接学年 を除 く学年問で い ずれ も有意 で あ っ たが 、 通常学級在籍児で は 、1

年 と 5 年お よび 1 年と 6 年の 読速度に有意差がみ られ、その 他 の 学年間で は有意差が

なか っ た 。 さらに、盲学校 と通常学級在籍児 を比 較する と、1年、2 年、および 5年

時点の 読速度に は有意差はなか っ たが、3年、4 年、お よび 6 年時点の 読速 度に有意

差があ っ た 。

キ
ー ・ワ

ー
ド ：盲児　点字読速度　盲学校　通常学級

1．は じめ に

　視覚特別支援学校 （以 下 ， 盲学校）の 指導の

中で 点字指導は最も大きな柱で あ り、学習指導

要領 （文部科学省，2009） には 、「児童の 視覚

障害の 状態等 に応 じて 、 点字又 は普通の 文字の

読み 書きを系統 的に 指導 し、 習熟 させる こ と」

の 記 述 が あ る 。 点字教科 書 （文 部科 学 省 ，

2011）で は、特に読み の 指導 におい て導入段階

の 重要性 を考慮 し、触運動の 統制 と触覚に よる

弁別学習や 両手読み の 動作の 制御に関す る周到

なス モ ール ス テ ッ プ に よる学習課題が設定され

て い る 。 また盲学校で は読み 書 き能力 を身 につ

け させ る た め、「点字競技会」 を長年実施 して

きた 。 「読み （速読）」は 1分間に読ん だ文字数

で ある 。 「書 き」は 2 分 間に書 くこ との で きた

文字数であ り、 ア行か ら ワ行 まで を繰 り返 し書

き進 め る 「50音書 き」、 テ
ープ に録音 され た文

章を聴 きなが ら正 し く書き取 る 「聴写」、点字

広島大学大学院教育学研究科

で 書か れ た文章を読み取っ てその 通 りに書き写

す 「転写」の 3種 目か らなる 。 盲学校 で は定期

的に校内点字競技 会 を開き、さ らに全国盲学校

長会主催 の 「全 国盲学生点字競技 会」が 2 年に

1 度、現在 も実施され て い る （全 国盲学校長会 ，

20ユ3）。 筆者が 勤務 して い た X 盲学校小学部に

お い て も校 内点字競技会 を毎学期末 に実 施 し、

終業式に は各児童 にそ の 結果 を知らせ 、点字の

読み 書 きの 力 を伸長 させ る取 り組み を行っ て き

た 。

　 とこ ろ で、特殊教育 か ら特別支援教育へ 転換

し て 7 年目を迎えた が、盲学校へ 入学を希望す

る児童生 徒の 減少が 止 ま らな い 。 牟田 口
・進

（2012） の 平成 24年度調査 に よれ ば、小学部を

設置す る盲学校 66校 中 、 新 入生 は 88人 （1校

当た り1．38人）で 、 こ の うち点字指導対象児 は

わ ずか 29人 （1校 当た りO．45 人）、さ らに 過去

3 年間い ずれ もその 対象児が い なか っ た学校 は

25校 （39．1％）に達する こ とが 明 らか にな っ て

い る 。 つ ま り、 小学部 1年生には 4 〜 5 年に 1

入の 割合で しか点字使用の 入学者がい ない と い
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うこ とにな る 。 こ の よ うな状況で は あるが 、 数

少な い 盲児 に対 して学校全体で点字の 読み書 き

をテ
ー

マ に した研究活動 も報告 され て い る （佐

賀県立盲学校，2013）。しか し、そ の 対象児の

読み 書きは ど の 程度の カなの か 、校内で の デ ー

タ蓄積 は無 く、他の 盲児 との 比較がで きない 状

況 となっ て い る 。

　文部科学省 （2012） は、「共生 社会の 形成に

向けた イ ン ク ル ーシブ教 育シ ス テ ム の 構築 に向

けた特 別支援教育」 を打 ち出 したが 、実 は我が

国の 視覚障害教 育 にお い て は、「統合教育」 の

名の 下、すで に 40年近 くも以 前に その 実践が

行わ れ て い た 。 それ は 、 1975年 春 に 6名 の 盲

児が公立小学校へ 入学 したこ とに始 まり、こ の

年は 「視覚障害教育統合教育元年」と呼ばれ る。

6名の 1人、浦和市 （当時）の 小学校 に入学 し

た盲児 の 1年間の ドキ ュ メ ン ト 「友だ ち 100人

で きるか な」（NHK テ レ ビ，1976）は 関係者に

衝 撃を もた らした 。 その衝撃 は 、 保護者 自身が

教 育委員会 との 交渉か ら教科書 の点訳 まで を行

い 、さ らに視覚障害教育に理 解の ある担任教師

の 教育実践にあ っ た。また番組で は、国立 特殊

教 育総合研究所 （当時）の 研究員が 自宅を訪問

し、点字指導の 場面が放映 された 。 こ の よ うに

十分 な専門性 を持 つ 教 師の 介入がなければ 、 単

に教育の 場を共に する 形 だけの イ ン ク ル ーシ ブ

教育 となる 。 筆者 は勤務 して い たX 盲学校で セ

ン タ
ー的機能の先導的試行 （牟田口 ・大内 ・野

田・金本 ・佐藤 ，1995） と して 、 通常の 学級 （以

下 ，通常学級）で 学ぶ 盲児 の 指導 に携 わ っ た 。

こ こ で は、特に通常学級で指導が行き届か な い

点字の 読み 書き指導な ど、盲児に必須 の ス キ ル

獲得を目指 して きた。

　牟 田 口 ・中田 （1997） は、21名の 盲児 を対

象に点字読速度の 発達 を報告 したが 、 本研 究で

は点字指導対象児が激減す る全 国盲学校 と通常

学級で学ぶ 盲児の 点字指導に資するため、さ ら

に対象児を追加 して 小学校 6 年間の 点字読速度

発達の 概要 を報告する と と もに 、 盲学校 と通常

学級 とい う就学の場 の 違い に よる点字読速度の

発達 を比較する こ とを目的 に実施 した。

皿．方法

　 1．対象児

　 （1）対象児数 ：対象 は 、 1985年 4 月か ら2002

年 3 月まで の 17年間 に X 盲学校 小学 部に 在籍

し て い た 33人 と 、 通常 学級 で 点 字 を用 い て 学

習 して い た 7人 で、全員が 1年か ら 6年まで の

読速度デ
ー

タが継続して得 られ た 40 人 で ある 。

　 （2）対象児 の教育課程 ：対象児 に対 して知的

レ ベ ル 等 の 標準検査 は実施 して い ない が、い ず

れ も準ずる教育課程を履修 して い た 。

　 （3）通常学級在籍児 ：本研究の 通常学級在籍

児は 、 全員がX 盲学校 に毎週 1 回通級す る形態

の 教育相談を受 けて い た 。 その 内容は、点字の

読み書 きの 他、算盤、理科の 実験、歩行な ど の

指導で あ っ た 。 Table　lに 、 教育相談で 実施 した

指導の 概要 と保護者の 感想 を示 した 。 なお 、 中

学は全員が 盲学校へ 進学 して い た 。

　 2 ．読材料

　毎年 3 回 の校 内点字競技会速読の部で使用 し

た読材料は、文部科学省著作点字教科書の 原典

とな っ て い た光村図書以外 の 国語教科書や その

他 の 低学年用 の 読み 物 （説明文）か ら精選 し、

こ れ らを点訳 して作 成 した 。 毎 回、1 年か ら 6

年 まで 同一の 課題文を使用 したが、対象児が在

学 中 に 同一
の 読材料 に あた ら な い よ う 6 年間

18回分を準備 した 。

　こ れ らの 読材料を パ ソ コ ン 点訳 し、点字プ リ

ン ター （NEW 　ESA721 ，ジ ェ イ ・テ イ
ー ・ア ー

ル）で 片面 （32マ ス 17行）に印刷 した 。 1ペ ー

ジの 文字 数 は カ ナ 文 字 （墨字 ）換 算 で 300〜

350文字で あ っ た 。 測定に使用 した課題文の
一

例 を Table　2 に示す。
こ れ は点字表記に したが っ

て カナ 文字に変換 した もの で あ り、右端の 数字

は、当該行の 文字数と文頭か らの 累計文字数と

マ ス 数を示す 。 速読 の 測定には文字数 （音節数）

とマ ス 数が使用 されるが 、 本論で は文字数 を用

い た 。 参考の た め マ ス 数も併記 した 。 マ ス 数は、

マ ス あけを含め、行頭か ら当該行末まで をカ ウ

ン トした。Table　2の 読材料で 両者を比 較す る

と、マ ス 数 は文 字数 の お よそ 35％ 増 とな っ て

い る 。 なお 、 内容の 理解 は問 うて お らず、読材
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Table　1　通常学級在籍児に対する指導の概要 と保護者 の 感想

●原則週 1回の 頻度 で 盲学校 へ 通級 して もらい ，2時間の指導を行っ た．

●指導内容は ，点字の 読み書き ， 歩行，珠算，地図の 読み 取 りな ど，盲学校 の 自立活動 の 内容

と教科の補充を行 っ た．

●点字 に関する指導内容は，タ イプ ラ イターや点字盤 の 使 い 方，点字の 正 し い 表記の仕方で あ

り，学年に応 じて 指導を行 っ た．さらに盲学校在籍児と同様に，毎学期末 の 点字競技会に参加

した．

●点字図書の貸 し出 しを積極的 に促 した 。

●盲学校で の 点字指導に関して ， 保護者か ら以下 の 感想が寄せ られ た．

　　 ・親や在籍校教員で は不足だ っ た点字指導は本当に助か っ た ．

　　 ・点字 の 読み書 きが で きる よ うに な り，点字本や 作文が好 きにな っ た．少 しずつ 勉強に対

　　 す る取 り組み の 態度が 意欲的に な っ た．

　　 ・盲学校在籍児 と
一

緒に学習する こ と で ，目安に な っ た．

Table　2 課題文の
一

例 （採点用紙か ら）

文字数 マ ス 数

　 に ほ ん ざる の むれわ ま い にち た べ もの を

さが し て や まの 　なか を　うご きま わ ります 。 　 き ょ
一も

み ん な で に ぎや か に　 よぴあ い なが ら　もりの

は ずれ に や っ て 　きまし た 。 　　 そ こ で わ そ ろ そ ろ

お い しい 　くさい ちごが み を つ けは じめ て い る

はずです。

　 おか あさん の 　さる が むち ゅ
一に　な っ て 　　 くさい ち ご の

み を たべ て い ます 。 　 あ か ち ゃ ん わ 　 あか い きれ い な

み が ほ しくて た まりませ ん 。 　 て を だ し て 　とろ 一と

します。　 ふだんわ や さしい 　 おかあ さん も　た べ て い る

と き に　じ ゃ ま　さ れ る と　 お こ ります 。 　 い きな り　あか ち ゃ ん の

て を　ひ っ ぱり　 か む まねを　して お どしま した 。 　　ぎゃ あ

ご め ん なさい 。　　ああ　　こ わ か っ た。　　 ど一して　　あん なに

お こ る ん だ ろ一
。 　　あかち ゃ んわ　き ゅ

一に　 つ まらな く　な っ て

あた りを み まわ しました 。 　 あれ あの こ わ ど こ え

つ れ に い っ て　もらうの かな 。

18　 　 　 25

22／40　　30〆55

19159　　　26181

20f79　　261107

20199　　27／134

51104　　7！141

22！126　31／ユ72

211147　30f202

22／169　28／230

231192　　321262

24／2ユ6　 321294

221238　32！326

23〆261　321358

24／285　32！390

21！306　　281418

13／319　 151432

料の 詳細な難易度の 検討 は実施して い な い 。

　 3．測定の方法

　年 3 回実施 した点字競技会 の うち 、 3学期末

に測 定し た値 をそ の 学年に お け る 代表値 と し

た。

　読み方は、読材料の 1行目行頭に両手の 人差

し指 を置かせ 、 で きるだ け速 く音読する よ うに

指示 した後、普段 の読書習慣 に したが っ て 音読

させ た。 「用意」の 合図で上記の姿勢をとらせ 、

「は じめ」の 合図で 読材料を音読させ 、1分後

に 「や め」の 合図で 音読を中止 させ た。こ の 間

に あ らか じめ 準備 して お い た採点用紙 を用 い 、

1分間に読ん だ正答文字数 （文字／分） を算出

した。
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皿．結果

　 1．全対象児の読速度の 発達

　 Table　3は 、 対象児 を盲学校在籍児 と通常学級

在籍児に分類 し、全対象児 に お ける 6年間の 読

速度 を示 した もの で ある 。 また、就学 の 場別 に

各学年の 平均読速度 と標準偏差、お よび 中央値

と最高読速度 ・
最低読速度を求め た 。

　こ こ で盲学校 と通常学級在籍児 の 各学年に お

Table　3　全対象児 に おけ る 6 年間の読速度

盲

学
校

在
籍
児

対　児

　 1

　 2
　 3
　 4
　 5
　 6
　 7
　 8
　 9
　 10
　 11
　 12

　 13
　 14
　 15
　 16
　 17
　 18
　 19
　 20
　 21
　 22
　 23
　 24
　 25
　 26
　 27
　 28
　 29
　 30
　 31
　 32
　 33w

　読速

　標
’
　 差

　　 央 E
最 高 読 速

最低読速度

ユ年

235310801149460

　 4238048148716098345052

　 341593212690244681464026931012

2年
　 67132

　 88162

　 92173208

　 44
　 83119

ユ08246

　 96107126154108138125

　 67
　 82
　 81220134

　 45
　 89
　 97
　 65
　 79113186

　 40
　 55113

．050
．4107246

　 40

3年
15314814921014323223615317117415526414316217515214915791139911422722086612013094111161199143101

4年
185183215215200262310218206195218224161213196232182215118

ユ52126258327244127150140135148161257154111

5年

185169224224193343274268291242260249178224240289189321198215144200381279135158179138157215274174148

（文字〆分）

　　6年
　 　 225
　 　 216
　 　 265

　 　 371
　 　 214

　 　 321
　 　 301
　 　 288
　 　 272
　 　 242
　 　 210
　 　 347
　 　 245
　 　 240
　 　250
　 　 258
　 　247
　 　285
　 　 194
　 　230
　 　2ユ0
　 　292
　 　344
　 　283
　 210
　 　 193
　 215
　 　 170
　 　 178
　 212
　 329
　 222
　 　 157

55．535
．750148

　 3

157．4　　　　195．1
47．4　　　　　52，2
152　 　 　 196
272　 　 　 327

　 66　 　 　 111

223．0　　　　249．6
60．4　　　　 52．7
215　　 　 242
381　 　 　 371
135　 　 　 157

通

常

学

級

在

籍

児

1234567 1450197180772648

ユ

26．4508014

9796819210777121107909814188127144108130124154145164111194
ユ66
ユ88207177222192

202179176177194250252

”
均読速

　 li　 差

　高読速度

最低読速 度

95，913
．99612177

113．6　　　　133，7
21．9　　　　　19．8
107　 　 　 130
144　 　 　 164

　 88　 　 　 108

192．3　　　　204，3
17．1　　　　　30．8
192　 　 　 194
222　 　 　 252
166　 　 　 176

一 96一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assoolatlon 　of 　Dlsablllty 　Solenoes 厂　Japan

盲学校在籍児童 と通 常学級在籍児童 にお け る点字読速度発達 の 比較

ける読速度 に つ い て コ ル モ ゴ ロ フ ・ス ミル ノ ブ

検定 に よる正規性 の 検定 を行 っ た結果 、
い くつ

か の学年に正規性が認め られなか っ た 。 そこ で

各学年の 読速度の 比 較に は フ リ
ー

ドマ ン検定を

用 い た 。 その 結果 、 学年 の 効果 は有意で あ っ た

（X2（5）＝181、52， p 〈 ．01）。シ ェ ッ フ ェ の 対比較 に

よれば、隣接学年 を除 く学年間の 読速度の 差が

有意で あ っ た （1年 と 3年 X
？

（5）＝21．79，1年 と

4 年 ズ（5）− 51．15，
1 年と 5 年ズ（5）−95．75，

1年と

6 年X2（5）− 123．91；2 年 と 4 年X2（5）＝20．42，
2 年

と 5 年／（5）− 51．15，　2年 と 6年 f（5）＝72．22；3年

と 5 年 X2（5）＝ 26．18，3年と 6年ズ（5）＝41．78；4 年

と 6 年ズ（5）＝15．84，
い ずれ もpく ．01）。

　 2 ．盲学校 お よび通常学級在籍児童の読速度

　 　　の発達

　 こ こで は入学時か ら盲学校 に在籍 して い た児

童 33人 と通常学級 に在籍 した 児童 7 人 の 2群

に分類 して点字読速度の発達 を検討 した 。

　（1）盲学校在籍児童 ：Fig．1の ■で 示 した の が 、

盲学校在籍児童の 結果で ある 。

　 1年 時の 平均読速 度 は 55．5文 字 ／ 分 （SD＝

35．7）、 また 中央値は 50文字／分、最高読速度

は 148文字 ／ 分 、 最低 読 速 度 は 3 文字／分 で

あ っ た 。

　 2年時 の 平均読 速度 は l！3，0文字 ／分 （SDm

50．4）、 また 中央値は 107文字／分、最高読速度

は 246文字／ 分 、 最低 読速 度 は 40 文字 ／分 で

あ っ た 。

　 3年 時 の 平均読 速度 は 157。4文字／分 （SD −

47．4）、 また 中央値は 152文字／分、最高読速度

は 272文 字／ 分 、 最低 読 速度 は 66 文字 ／分 で

あ っ た。

　 4 年 時 の 平均読 速度 は 195．1文字／ 分 （SD −

52．2）、 また中央値 は 196文字／分 、 最高読速度

は 327文字／ 分、最低読 速度 は 111文字／分 で

あ っ た 。

　 5 年時 の 平均読速度 は 223．0文字／分 （SD ＝

60．4）、また 中央値 は 215文字／分、最高読速度

は 381文字／分 、 最低読速度は 135文字／分で

あ っ た 。

　 6 年時 の 平均 読速度は 249．6文字／ 分 （εD ＝

52．7）、また中央値は 242文字／分、最高読速度

は 371文字／分、最低読速度 は 157文 字／分で

あ っ た。

　回帰直線 は y＝38．23x＋31．78で あ り、相関係数

は r＝．98 を示 し、有意で あ っ た （F （1，5）− 128．93，

P く．01）。

　次 に各学年 の 読速 度に つ い て フ リー ドマ ン

検定を行 っ た結果 、 学年の 効 果は有意で あ っ た

（X2（5）≡145．52，
　p く ．Ol）。 シ ェ ッ フ ェ の 対比較 に

読

速

度
（

字

／

分）

350

300

250

200

15 

100

50

0
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Fig．1　盲学校在籍 児 と通常学級在籍児 との 点字読速度発達 の 比較
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よれ ば 、 隣接学年を除 く学年間の 読速度の 差が

有意で あ っ た （1 年 と 3 年 X2（5）≡18．05，1 年 と

4 年ズ（5）＝42．99， 1年 と 5年／（5）＝75．65，1年 と

6 年M （5）；98．71；2 年と 4 年X2（5）＝18．33，
　2 年と

5 年ズ（5）＝ 41．25
，
2年 と 6 年f （5）−58．69；3 年と

5 年M （5）＝19．80，
3 年 と 6 年ズ（5）−32．34；4 年 と

6 年f （5）− 11．42，い ずれ もpく．01）。

　 （2）通常学級在籍児童 ：通常学級在籍児童 の

結果は、Fig．1に口で示 した 。

　 1 年時 の 平 均 読 速 度 は 48．1文 字／ 分 （SD −

26．4）、また 中央値は 50 文字／分、最高 読速度

は 80文字／分、最低読速度は 14文字／分で あっ

た 。

　 2 年時の 平均読速度は 959 文字 ／ 分 （SD −

13．9）、 また中央値 は 96文字 ／ 分 、 最高読速 度

は 121文字 ／分、最低 読 速度 は 77 文字／ 分 で

あ っ た 。

　 3年 時 の 平 均読 速度 は ll3．6文字／ 分 （SD ＝

21．9）、また 中央値は 107文字／分、最 高読速度

は 144文字／分、最低読速 度 は 88文 字／ 分 で

あ っ た 。

　 4 年時の 平均読速度は 133．7文字／ 分 （SD −

19。8）、また中央値 は 130文字／分、最高読速度

は 164文字 ／分、最低読速度 は 108文字／ 分で

あ っ た 。

　 5 年時 の 平 均読速 度 は 192．3文 字／ 分 （SD −

17．1）、また 中央値は 192文字／分 、 最高読速度

は 222文字／分、最低読速度は 166文字 ／分で

あ っ た 。

　 6 年時 の 平均 読速 度 は 204．3文字 ／分 （SD ＝

30．8）、また 中央値は 194文字／分、最高読速度

は 252文字／分 、 最低読速度 は 176文字 ／分 で

あ っ た 。

　回帰直線 は y＝31．147x＋22．295 で あ り、相関係

数は F− ．97を示 し、 有意で あ っ た （F （1，5）≡90．90，

Pく ．01）。

　次に 各学年の 読速度に つ い て フ リ
ー

ドマ ン

検定を行 っ た結果、学年の 効果は有意 で あ っ た

（／（5）＝28．12，p〈 ．01）。 シ ェ ッ フ ェ の 対比較に よ

れ ば、1年 と 5年 （X2（5）− 15．56，p ＜ ．01）お よび

1年 と 6 年 （X2（5）−18．09，p く ．01）の読速度に有

意差 が み られ ，そ の 他 の 学年 間で は有意 で な

か っ た 。

　 （3）盲学校在籍児童 と通常学級在籍児童 の 読

速度 の 比 較 ： こ こ で は、就学の 場 （盲学校 と通

常学級）の 違 い に よ る学年間の 読速度を比 較 し

た 。

　各学年別 に、就学の 場 （盲学校 と通常学級）

の 読速 度に つ い て マ ン ・ホ イ ッ トニ ー
の U 検

定 を 行 っ た 結 果 、 3 年 （z −2．78， p く ．01）、 4 年

（z ＝ 2．90，P ＜ ．01）、 お よ び 6 年 （z −2．12，　 P ＜ ．05）

で 両 者 の 読速 度 の 差 が 有 意 で あ っ た が 、 1 年

（z＝O．24， p ＞ ．10）、2年 （z＝1．22，
　 p ＞ ．10）、5 年

（z＝1．19，p＞．10）は有意で なか っ た 。

N ．考察

　 1．対象児

　 本研究で は小学生 の 点字読速度発達 の 概 要 の

把握、すなわ ち資料的意義を第 1 の 目的 とした

が 、継続 して読速度の デ ータが得 られ た の は 17

年 間で わ ずか に 40人 で あ っ た 。 こ の 他 に 、 教

育課程が 「下学年適応」 の 対象児や 、 「準ず る」

教育課程で あっ て も
一
部の デ

ータ が 欠落 した対

象児が の べ 120人余 りがお り、それ らを活かす

こ とが で きなか っ た。しか し、全国 盲学校小学

部の 在籍状況 を考 えあわせ る と、資料的価値 は

ある と考える 。 また 、 対象児 に知能検査 な どの

標準検査 は実施 で きなか っ た 。 現在、全員が成

人 し、大学 もし くは盲学校専攻科に進学後、教

員や理療 師 と して 社会的 に 自立 して お り、 「準

ずる」教育課程の 妥当性 はある と判断 した 。

　 2．6年間の読速度発達

　 6 年間の 発達 をみ る と 、 盲学校 在籍児も通常

学級在籍児の い ずれ もほ ぼ直線的な発達を して

い る こ とが 指摘で きる 。 1年 1学期は、文字の

弁別や行移 し運動 など点字触読導入の 指導が主

となる 。

一定程度の 速 さで どうにか文章 を読 む

こ とが で き、点字教科書 を使用 した学習が可能

に なる の は、早 くて 1学期の 半ば、遅 い 場合 は

2 学期に な る こ と も珍 し くな い 。 点字 指導書

（文部 科学省 ，
2003）に は入 門期の 学習終了時

の 読速度が示 されて お り、これ に よれ ば 1 分間
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に 150マ ス と あ る。 こ れは お よ そ 100〜 120文

字 に相当す る 。 本結果で は盲学校在籍児は 2 年

終了時点、 通常学級在籍児で は 3年終了時点で

よ うや くこ の 目安に 到達で きる と言える。その

後 は 、 1 年間 に30文字 か ら40 文字 の ペ ース で

伸長 して い た 。 墨字 と異 な り、 漢字の ない カ ナ

表記の 点字 は
一端文字を習得すれば高学年 の内

容 も読む こ とが可能で あ り、こ の こ とは漢字の

な い 点字の 利点 と も言えよ う。 なお 、 同 じ手続

きで検討し牟田 口
・中田 （1997）の 結果 と比較

する と、同様 の 結果 とな っ た。さ らに佐藤 （1984）

は盲学校の 児童生徒 1
，
290名を対 象に実施 した

点字読速度発達の研 究か ら、 学年が進むにつ れ

て読速度は速 くなる こ と、小学校 1年か ら 4 年

まで の 発達が 著し く、そ の 後発達の 速度は緩慢

に なる こ とを指摘 して い る 。 佐藤 （1984）の 読

速度測定は課題文を黙読させ た後で理解度を問

う方法で あ り本調査 とは異 なるが 、 学年が進む

に つ れ て読速度は速 くな る とい う結果 は同 じで

あ っ た 。

　 3 ．盲学校在籍児童 と通常学級在籍児童との

　　　比較

　通常学級の 対象児 は 、 X 盲学校が昭和 60年度

か ら 「盲学校 の セ ン ター的機能」の
一

環 と して

先導試行 的に取 り組ん で きた通級指導対象の 盲

児である。 彼らは週 1 回の 頻度で 来校し、点字

を始め 歩行や触察など、在籍す る小学校で は指

導が 行き届か ない 、 盲児に必須で ある ス キ ル の

獲得 を目指 して い た 。 結果は極めて 興味深 い も

の となっ た 。 それ は盲学校在籍児童で は隣接学

年 を除 く学年間の 読速度 に有意差が あ っ たの に

対 し 、 通常学級在籍児童で は 1 年と 5 年お よ び

1年 と 6年 の 読速度問に しか有意で は なか っ た

こ とで ある 。 こ の こ とは通常学級在籍児童が 盲

学校在籍児童 に比 べ て、6 年間の 読速度発達が

緩やかで ある こ と を示 して お り、 こ れは両者 の

回帰直線の 傾 きの 違 い か らも指摘で きる 。 さ ら

に、同学年 における両者 の 読速度 を比較する と、

低学年で はその差は見られ ない が、中学年以 降

に なる と両者の 読速度に有意差が 現れ て い る 。

盲学校在籍児童は小学部入学後 か ら点字触読指

導を開始するこ とが多い 。 通常学級在籍児童の

場合 、 小学校 には指導で きる教 師が い ない こ と

に加 え、 すぐに晴眼児と一
緒に教科指導を受け

る こ とがで きる よう、小学校就学前に点字導入

指導が 行わ れ る こ とが多 い
。 したが っ て 、低学

年で 読速度に 差が見 られ なか っ た こ とはその 就

学前 指導 の 成果 の 現れ で は ない か と推 察 され

る 。 今回 の 通常学級在籍児童 は継続して盲学校

の教育相談を受けて お り、 その 指導は点字読み

の 向上 を最重点事項 と して い た 。 換言すれ ば 、

盲学校在籍児童 と同 じ指導 を受 けて い た と言え

る 。 それで も学年が進むに したが っ て読速度に

差が出た の は 、 点字使用 の 頻度に よ る もの と推

察 される 。 ある通常学級在籍児童 は 、 小学校 で

点字 を使用 する の は教科書 を読む と きに 限 ら

れ、テ ス トや作文な ど、担任教 師に提 出する も

の は全 て通常の 文字 （墨字）で あ っ た 。 また盲

学校 に 来 る楽 しみ を、「盲 学校 に は点字 図書が

た くさんあ り、そ れ を借 りられ る こ と」 と答え

た盲児が い た 。

　今回取 り上 げた 通常学級在籍児童は盲学校 の

指導を受ける こ とが で きて い た 。 しか し現在 の

盲学校で は 、セ ン ター的機能 を担 う教 師で さえ、

過去 に点字導入の 指導経験が ない 場合があ る と

い う。 こ の よ うな盲学校教師 の 専 門性 の 課題に

加えて、加藤 （2013）は 「小学校入学時は弱視

で 墨字教科書を拡大 して 使用 して い て も、10歳

頃か ら点字教育が 必要 な児童に点字教科書が行

き渡 っ て い ない の で はない か 、 盲学校で は まが

りな りに も墨字か ら点字へ の順次移行を図 っ て

い こ うとするが 、一般校で は巡回教員が い て も

そ こ ま で の 時間が とれず、不十分 なま まにな っ

て い る、英語教育の 低年齢化も進 もうとして い

る中で、英語を始め数学式や楽譜 も含めた専門

的な点字指導が お ざな りに な っ て い る」こ とを

指摘 した 。 我が国もイ ン ク ル ー
シ ブ教育へ の方

向に向か う中、盲児童数の 激減 と盲学校教 師の

専門性 を含め た点字教育に関する課題が 今後顕

在化す る こ とが容易 に予想 され る 。
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Comparison of  Braille Reading Speed Progress between Pupils Attending a School for the

                              Blind and  Regular  Schools

[[ittsumi MU[[AGUCHI

  The  progress ofblind  children  in Braille reading  speed  was  investigated in pupils attending  schools

for the blind and  regular  schools, The  subjects  were  40 elementary  schoel  pupils: 33 who  attended  a

school  for the  blind and  7 who  attended  regular  schools.  Their Braille reading  speed  data were

obtained  for six consecutive  years during the period from April 1985 to March 2002. The reading

speed  ofboth  pupils in schools  for the blind and  pupils in regular  schools  increased with  the school

year, The reading  speed  ofpupils  in the scheol  fbr the blind was  significantly different between all

school  years except  for adjacent  school  years. In contrast, in pupils in regular  schools  signifieant

differences were  seen  between first grade and  fifih grade and  between first grade and  sixth  grade only.

There were  no  significant  differences between any  other  school  years. In a  comparison  ofpupils  in the

school  fbr the  blind and  pupils in the regu1ar  schools,  there  were  no  significant  differences in reading

speed  in the first grade, second  grade, or fifth grade, but there were  significant differences in reading

speed  in the third grade, fourth grade, and  sixth  grade,

Key  words:  blind children,  Braille reading  speed,  school  for the blind, regular  school
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